
令和２年年３月２日朝礼 

施設長 桑原英眞  

再び「老健の役割」について ～（その２） 

前回は全老健のパンフレットに掲げる「老健の役割」についてお話致しました。今週も其の続きをお話しい

たします。 

その前にやはり大事なお話を致します。それは、今月の『老健』2月号をご覧になって下さい。 

「高齢者の“転倒“は疾患（老年症候群）である」と明瞭に言い切っています。 

高齢者は介護者の落ち度で転倒するのではありません、疾患の為せる業であるということです。 

リスクマネジメントをしっかり行っている施設も行っていない施設も有意差なく転倒が起きているという

事実から導き出された結論です。 

どこの介護施設でも転倒が発生した場合、転倒したのは施設の対応が悪いためではないか、スタッフがもっ

とよく注意していれば防げたのではないか、事故と家族から思われるのではないか、など自責の念が各自の頭

をよぎるのではないでしょうか、しかしそれで介護業務が後ろ向きになってしまっては本末転倒になってしま

います。勿論転ばないように注意・見守りすることは大事なことですが後悔ばかりで前に進めなければ転倒し

てしまった方をも間接的に責めかねないので被介護者に対して失礼とも言えましょう。 

『老健』の上記の言葉は現場の人々に勇気を与えて背中を押してくれる有難い言葉と思います。自信を以て

業務にあたりましょう。 

 

其の上で本日の次の本題です。本日の「老健の役割」はそのパンフレットの 2ページ目です。法令上でも老

健の役割はしっかり明示されていますよ、ということを、言っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老人保健施設一羊館の理念 

利用者の方々すべてに尊厳・安心・満足を！ 

 

一羊館の行動指針 

私たちは、保健・医療・福祉の架け橋のプロに徹します。 

私たちは、利用者の QOL・職員の QOL・健全経営の３立を目指し

ます。 

私たちは、質向上のために日々の小さな工夫を忘れません。 

話合いの３原則：  

①相手の意見は決して否定しないでしっかり聞きます。 

②自分の意見はしっかり言う。ポジティブ表現で言いま

す。 

③正解は一つではないことを自覚して自制します。 


